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日本の伝統的な音階が聴く人に与える印象・感情について
神戸大学附属中等教育学校15回生　4年2組25番　西村結芽
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ある音から1オクターブ上の音まで、特定の音を選
抜して低い音から高い音へ順番に並べたもの
例) 短音階→

日本の伝統的な音楽を聴いたときに「和風だな」と感
じる”共通感覚”
⇨日本の音楽だけが持つ特徴に原因が隠されている
のでは？
⇨音楽の要素いろいろ
音色,リズム,強弱,
旋律,etc.（参考[1]）
⇨今回は「音階」に着目

理由：音階はその音楽
を構成する音の種類を
決めるので重要だと考
えたから

日本の伝統音階には主に上の4種類がある（民謡音
階・律音階・都節音階・琉球音階 ）。(参考[2])　今
回は比較対象として以下の2種類の音階（長音階・
短音階）を用意した。

日本の
伝統音階
4つ

①アンケート調査
本校13~15回生の生徒に、音階の構成音をランダム
に1拍ずつ並べて作ったメロディー（4分の4拍子✕8
小節分）を、音階の名前は伝えずに6種類すべて聞
いてもらい、(1)抑鬱・不安(2)敵意(3)倦怠(4)活動的
快(5)非活動的快(6)親和(7)集中(8)驚愕の8つの感
情についてそれぞれ感じた強さを5段階評価しても
らった。
②①の結果のカイ二乗検定
①の結果を計算式に当てはめてカイ二乗検定を行
い、データの偏りが統計的に有意かどうかを判断し
た。

比較対象
2つ

8種類の感情について1弱い↔5強いの5段階で評価
してもらったアンケート結果をまとめたグラフが以下。
表はカイ二乗検定でもとめたp値で、0.05未満（色付
き）のものは統計的に有意な偏りが認められた音階で
ある。

音階 p値

A民謡音階 0.3564491726 >0.05

B都節音階 0.0003279853835 <0.05
C長音階 0.462836887 >0.05

D琉球音階 0.5249309468 >0.05
E律音階 0.09157819444 >0.05
F短音階 0.002113752847 <0.05

音階 p値
A民謡音階 0.000002211075578 <0.05
B都節音階 0.2718730304 >0.05
C長音階 0.06629763548 >0.05
D琉球音階 0.07797699947 >0.05
E律音階 0.00002181807521 <0.05
F短音階 0.4060058497 >0.05

音階 p値
A民謡音階 0.3564491726 >0.05

B都節音階 0.001571890443 <0.05
C長音階 0.1468423878 >0.05

D琉球音階 0.1712012567 >0.05

E律音階 0.1256891233 >0.05

F短音階 0.0009851444336 <0.05

音階 p値
A民謡音階 0.153069599 >0.05
B都節音階 0.0001359095268 <0.05

C長音階 0.005134523193 <0.05
D琉球音階 0.02890611803 <0.05
E律音階 0.4060058497 >0.05
F短音階 0.01229552382 <0.05

音階 p値

A民謡音階 0.6515359144 >0.05

B都節音階 0.6515359144 >0.05

C長音階 0.01735126524 <0.05

D琉球音階 0.1991482735 >0.05

E律音階 0.231078238 >0.05

F短音階 0.4060058497 >0.05

音階 p値

A民謡音階 0.1773178375 >0.05

B都節音階 0.002217912278 <0.05

C長音階 0.002526812844 <0.05

D律音階 0.02890611803 <0.05

E琉球音階 0.1073797049 >0.05

F短音階 0.002526812844 <0.05

音階 p値
A民謡音階 0.001322523168 <0.05
B都節音階 0.02331516907 <0.05
C長音階 0.004303882328 <0.05
D琉球音階 0.001030601899 <0.05
E律音階 0.01340502487 <0.05
F短音階 0.01461190058 <0.05

音階 p値
A民謡音階 0.00003279507634 <0.05
B都節音階 0.0001359095268 <0.05
C長音階 0.01229552382 <0.05
D琉球音階 0.005134523193 <0.05
E律音階 0.0002407141403 <0.05
F短音階 0.1468423878 >0.05

抑鬱・不安→都節音階・短音階
敵意　　　→民謡音階・律音階
倦怠　　　→都節音階・短音階
活動的快　→都節音階・長音階・琉球音階・短音階　　
非活動的快→長音階
親和　　　→都節音階・長音階・琉球音階・短音階
集中　　　→すべての音階
驚愕　　　→短音階を除くすべての音階

・都節音階・短音階は抑鬱・不安・倦怠などの ネガティブな感情を引き起こし
やすい
・長音階は活動的快・非活動的快・親和といった ポジティブな感情を引き起こ
しやすい
・集中・驚愕は音階によって変化せず、いつでも偏りがある。

感情や印象の種類によっては、ある音階で感情が有意に変化する。

STEP8　今後の展望
①アンケート内容の改善と被験者人数の拡大　②感情・印象の定義の見直し
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